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  ヒトの肝臓には、2つのアルデヒド脱水素酵素イソ酵素（ALDH1及び ALDH2）が

あるが、そのうちの ALDH2のアミノ酸配列が正常のヒトと異なる変異 ALDH2を持

つヒトが東洋人に多く、このようなヒトでは ALDH2 が不活性となっている。しか

し、変異 ALDH2 を持つヒトでも、アルコール摂取時に顔が紅潮し、急性的症状を

示す以外には内科学的には何ら異常はみられず、変異 ALDH2 を持つヒトは、通常

の ALDH1が活性で ALDH2の働きを補完する。 
 


